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１．2020年3月期決算の概要



2020年3月期決算のポイント
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【農業機械事業】 国内⇒減収 （前年同期比8.6％減）

• 新製品投入効果が一部あったものの、畜産クラスター事業に
よる導入の遅れや天候不順・降雪不足により減収。

• 資材高騰の影響もあり減益。

【農業機械事業】 海外⇒減収 （前年同期比33.5％減）

• 欧州向け輸出は増加。

• 中国・韓国向け輸出は減少。

【軸受事業】⇒増収 （前年同期比8.5％増）

• 風力発電用軸受等の受注が増加。



2020年3月期決算の概要
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売上高 64億32百万円 前年同期比 -10.0%

営業利益 ３億78百万円 前年同期比 -40.1%

経常利益 ４億20百万円 前年同期比 -38.4%

当期純利益 ２億62百万円 前年同期比 -39.2%

売上高・当期純利益ともに減収、減益



2020年3月期決算の概要
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科 目
2019/3期

2020/3期

当初予想 実績

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 前年同期比 予想比

売 上 高 7,147 - 7,300 - 6,432 - -10.0% -11.9%

営 業 利 益 632 8.9% 660 9.0% 378 5.9% -40.1% -42.6%

経 常 利 益 683 9.6% 700 9.6% 420 6.5% -38.4% -39.9%

当 期純利益 431 6.0% 450 6.2% 262 4.1% -39.2% -41.6%

(単位：百万円)

■セグメント内訳

農
機

売 上 高 6,607 - 6,742 - 5,846 - -11.5% -13.3%

営業利益 589 8.9% 634 9.4% 320 5.5% -45.6% -49.5%

軸
受

売 上 高 540 - 558 - 586 - +8.5% +5.0%

営業利益 13 2.5% 14 2.5% 42 7.2% +218.2% +202.7%



セグメント別売上高
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 農業機械事業は減少、軸受事業は増加

（単位：百万円）

軸受事業
+45（+8.5%）

農業機械事業
-761（-11.5%）

■国内向 -498（-8.6%）

■海外向 -262（-33.5%）

ロールベーラの販売増や
集草作業機「ツインレー
キ」における一部新製品
の投入効果があったもの
の、畜産クラスター事業に
よる導入の遅れ・天候不
順や大型台風の影響、そ
して消費税増税後の反動
や降雪不足による除雪作
業機の販売減により、減
収。

欧州において細断型ロー
ルベーラの売り上げが伸
長したものの中国・韓国
向け輸出の減少による
減収。

風力発電用軸受等の受注
が増加。



セグメント利益
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 売上高の減少に加え、資材高騰等の増加の影響により農業機械事業は減益、
軸受事業は風力発電用軸受の受注の増加に伴い増益。
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農業機械事業
-268(-45.6%)

（単位：百万円）

 全体の営業利益率は5.9％となり、目標とする営業利益率水準（１０％以上）を下回っ
て着地。

営業利益率

8.9%
営業利益率

2.5%

営業利益率

7.2%
営業利益率

5.5％

（単位：百万円）



農業機械事業製品別売上占率
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2019/3期2019/3期 2020/3期2020/3期

 シリーズ別売上構成割合は前年とほぼ変わらず推移



地域別売上占率（農業機械事業）

2020/3
期

2019/3
期

北海道 本州 中国 韓国 欧州 その他海外

韓国

本州
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海外売上国内売上

北海道

中国

欧州



退職給付引当金： -73

貸借対照表

11

現金及び預金： -25
電子記録債権： -225
商品及び製品： -243

支払手形及び買掛金
： -224

電子記録債務 ： -178
短期借入金 ： -100

建物 ： -48
投資有価証券：-103
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（単位：百万円） 2019/3期 2020/3期 差異

資産の部

流動資産 4,747 4,265 -481

固定資産 3,604 3,431 -172

(資産合計) 8,351 7,697 -654

負債の部

流動負債 1,818 1,145 -672

固定負債 406 334 -71

(負債合計) 2,224 1,480 -743

(純資産合計) 6,127 6,217 89

負債純資産合計 8,351 7,697 -654

2018/3 2019/3 2020/3

自己資本比率 71.1% 73.0% 80.2%

ROE 11.1% 7.2% 4.3%

◎主要指標の推移



2．当期の業績予想



2021年3月期 業績予想のポイント
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【農業機械事業】国内

・国の政策的機械導入支援「畜産クラスター事業」による、細断
型シリーズの導入や大型ロールベーラ市場でのシェア拡大を図
り、当社の主力製品であるエサづくり関連作業機の売上の伸張。

・有機肥料散布機等の新製品投入効果による補助事業に左右さ
れない機種の拡販。

・担い手、法人組織への耕畜連携やスマート農業の提案等、国
産メーカーならではのソリューション強化によるブランド力の向上。

【農業機械事業】 海外

・中国の合弁会社との連携強化により、現地需要に沿った新製
品（細断型シリーズ）の市場投入による拡販。

・韓国、ヨーロッパに加え新規市場の販路拡大。



2021年3月期 業績予想のポイント
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【軸受事業】

・更なる品質の向上と徹底した納期遵守による生産
能力の向上に注力。

→風力発電用軸受等の受注増加へ

【利益面】

資材高騰や人件費の増加、試験研究費の増加が見
込まれるが、人材の育成と強化、生産性向上、業務
効率の改善・原価低減活動により収益力の向上を図
る。
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売上高 67億00百万円 前年同期比 +4.2%

営業利益 4億30百万円 前年同期比+13.5%

経常利益 4億60百万円 前年同期比 +9.3%

当期純利益 2億90百万円 前年同期比 +10.4%

売上高、各利益ともに増収、増益を予想

2021年3月期 業績予想のポイント



2021年3月期業績予想の概要
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科 目

2020/3期実績 2021/3期予想

金額 構成比
上期
予想

下期
予想

通期
予想

構成比
前年
増減

前年比

売 上 高 6,432 - 4,000 2,700 6,700 - 267 +4.2%

営 業 利 益 378 5.9% 420 10 430 6.4% 51 +13.5%

経 常 利 益 420 6.5% 435 25 460 6.9% 39 +9.3%

当 期純利益 262 4.1% 280 10 290 4.3% 27 +10.4%

(単位：百万円)

■セグメント内訳（セグメント相殺前）

農
機

売 上 高 5,846 - 3,700 2,390 6,090 - 243 +4.2％

営業利益 320 5.5% 395 -26 369 6.1% 48 +15.2％

軸
受

売 上 高 586 - 300 310 610 - 23 +4.1％

営業利益 42 7.2% 25 36 61 10.0% 18 +44.0％



過去の業績推移と当期業績予想
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売上高売上高 利益利益

■ 2019/3以降、畜産クラスター事業の導入の遅れや中国向け輸出減少により減収。

(％)



設備投資・減価償却・研究開発費

Copyright（C） Takakita Co., Ltd. All rights reserved. 18

設備
投資額

売上
対比

減価
償却費

売上
対比

研究
開発費

売上
対比 売上高

2018/3期 379 5.1% 250 3.4% 94 1.3% 7,367

2019/3期 593 8.3% 262 3.7% 108 1.5% 7,147

2020/3期 187 2.9% 257 4.0% 96 1.5% 6,432

2021/3期
（計画） 230 3.4% 257 3.8% 100 1.5% 6,700

単位：百万円

2020年3月期は業務効率の改善に向けた基幹システムおよび研究開発等に
係る情報システムの更新投資を実施。
2021年３月期は農業機械事業における工場空調設備や軸受事業におけるマ
シニングセンター等の導入を実施予定。



四半期業績推移（売上高）
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1Ｑ 2Ｑ 3Q 4Q 1Ｑ 2Ｑ 3Q 4Q 1Ｑ 2Ｑ 3Q 4Q

農業機械事業 軸受事業 営業利益率

当社の農業機械事業の収益性は2Qが一番高く、3～4Qは不需要期の
ため他の四半期と比較して低くなる傾向にあります。

2019年3期 2020年3期 2021年3期(予想)

２Q ２Q ２Q



３．経営トピックスと今後の成長戦略



ＴＯＰＩＸ～新製品紹介
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果樹園用自走ｺﾝﾎﾟｷｬｽﾀ
SC-210F

散布部はワンタッチで右・左・両側に
まき分けが可能な構造になっており、
果樹が通路のどちら側にあっても対応
できます。
枝葉を避けて根元に散布したり、
山側に散布できるように上下方向にも
調整が可能となっています。

可変径ロールベーラ
VC1620W

オプション装備として、国際規格（
ISO-11783）に準拠できるようになり
ます。
トラクタと作業機が通信することで、作
業機のコントロールボックスがなくなり
トラクタに装備されているモニターで
ロールベーラの作業が行えます。
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新たな食料自給率目標等

22

2020年３月、新たな「食料・農業・農村基本計画」が閣議決定。
次世代へと持続的に継承され、国民生活の安定や国際社会に貢献してい
くための今後10年間の農政の指針。

新たな食料自給率等の目標

2018年度
2030年度
（目標年度）

食料自給率
カロリーベース 37％ 45％
生産額ベース 66％ 75％

飼料自給率 25% 34%

食料国産率※
カロリーベース 46% 53%

生産額ベース 69% 79%

資料：農水省ＨPより当社作成

※飼料自給率を反映せず、国内生産の状況を評価するため新たに設定。
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WCS用面積は堅調な増加

新規需要米等の生産量と作付面積の推移
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資料：農水省ＨＰより当社作成

t

ha

※ＷＣＳ・・・ホールクロップサイレージ（飼料用稲）

品目 生産努力目標 （万トン）

2013年度 2017年度 2025年度

飼料用米 11 48 110



今後の成長戦略（国内市場背景）
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資料：農水省ＨＰより当社作成
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今後の成長戦略（国内市場背景）

酪農生産基盤の強化に向けた政策的支援

畜産クラスター事業

機械導入事業

地域の収益性向上等に必要な機械導入や施設整備等を支援

搾乳ロボット 飼料収穫機

（単位：億円）

※2015年度補正予算から基金化
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（畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業）

資料：農水省ＨＰより当社作成



国内農業用作業機業界の動向（シェア割合）
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中期経営計画
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＜企業方針＞
・グローバルニッチであっても本気で一流企業を目指す。
・新たな収益機会の開発や市場創造と優位性基盤の確立を図る。
・最高の商品とサービスを創造し、お客様に真の満足をご提供する。

＜行動方針＞
・常に現状否定に徹し、安易な妥協はしない。
・常にひとつ上の基準・視点に立って判断、行動する。

＜ THIRD STAGE スローガン＞

「限りなき挑戦 強固な基盤 未来をかたちに Offensive１１０ 」

期間：2013年4月 ～ 2023年3月 までの10年間



中期経営計画進捗と今後の展開
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FIRST
STAGE

（２０１３年４月～
２０１６年３月）

2016/3期 計画値 実績 計画比

売上高 6,470百万円 6,582百万円 101.7％

営業利益 619百万円 664百万円
（営業利益率：10.1％）

107.3％

SECOND
STAGE
（２０１６年４月

～２０１９年３月）

2019/3期 計画値 実績 計画比

売上高 7,450百万円 7,147百万円 96.0％

営業利益 790百万円 632百万円
（営業利益率：8.9％）

80.1％
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THIRD STAGE（２０１９年４月～２０２２年３月）

2021/3期 THIRD STAGE
2年目計画値

売上高 6,700百万円

営業利益 430百万円
（営業利益率 6.4.％）

中期経営計画進捗と今後の展開

2020/3期 THIRD STAGE
初年度計画値

実績 計画比

売上高 7,300百万円 6,432百万円 88.1%

営業利益 660百万円
（営業利益率：9.0％）

378百万円
（営業利益率：5.9％) 57.4%



戦略の概要
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＋補助事業に左右されない土づくり関連作業機・有機散布機の市場拡大・提
案推進

＜国内向け戦略＞

農政に沿った、食料自給力の維持向上に寄与する「強い農業づくり」や「スマー
ト農業」に対応する新製品の開発にスピード感をもって取り組みシェア拡大を図
る。

→高品質な飼料増産、農業の省力化に対応する製品開発
→大規模化に対応する高能率な大型製品の開発
→スマート農業の実現に向けた製品のICT化
（作業機の様々な情報をトラクタに送信する仕組みや、GPS
を利用した散布等）

＋国産ならではのアフターサービス面でのサポート力の強化（農閑期における
整備・点検の促進）



戦略の概要
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細断型シリーズへの注目が高まっている、ロシア・モンゴル・東南アジア・中
南米等の市場での販路開拓と市場活性化を図る。

＜海外向け戦略＞

中 国

汎用型微細断型飼料収穫機等、引き続き細断型シリーズを中核商材として
拡販を図る。

合弁会社/山東五征高北農牧機械有限公司との連携を強化し、中国市場へ
新製品を早期投入、商品レンジの拡大とロールベーラ市場を深掘する。

実績のあるオランダの取引先との連携を強化し、情報収集を活発化させニッ
チ市場に向けた新製品の投入を含め、EU市場への売上拡大を図る。

韓 国

ヨーロッパ

新規市場開拓



海外売上の推移
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海外売上高の推移
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 2020年３月期は、オランダ向け輸出が増加した一方で、
中国・韓国向け輸出が減少



中国の市場背景

酪農関係指標の日中比較
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単位 中国 日本

酪農家戸数 戸 1,554,600 16,400

乳用牛飼養頭数 千頭 15,072 1,323

1戸当たり飼養頭数 頭 10 81

生乳生産量 千トン 38,703 7,280

１頭あたり乳量 kg 6,000 8,000～9,000

資料：農林水産省、中国国家統計局

94.8倍

11.4

0.1

5.3

0.7

日本の
（2015年） （2017年）



中長期事業展開イメージ
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国内市場でのシェアアップ

海外展開の加速

軸受部門の受注拡大

①

②

③

2023年3月期を
目処に
売 上 高：100億円
営業利益： 10％
を目指す



事業概要

《参考資料》



会社概要（2020年3月31日現在）
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商号 株式会社タカキタ（Takakita Co., Ltd.）

本店所在地 三重県名張市夏見２８２８番地

代表者 代表取締役社長 松本 充生

創業・設立年月 １９１２年（明治45年）１月・１９４５年（昭和20年）３月

資本金 １３億５,０００万円

発行済株式数 １４,０００千株

決算期 ３月

事業内容 農業機械の製造販売及び軸受加工

従業員数 ２６８名

企業理念
社是

鋭い感性、豊かな知性と果敢な行動力で社会に貢献できる企業を目指します。
「道をつくる」 限りなき大空 悠々の大地

ビジョン
＜社会貢献＞ 独自の価値観による商品提案で社会貢献を目指します。
＜企業信頼＞ グローバルニッチであっても、競争力・提案力をつけ一流企業を目指します。
＜顧客満足＞ 最高の商品とサービスを創造し、お客様に真の満足を提供します。
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本社・工場

札幌工場

南九州営業所

九州営業所

中国営業所

本社
関西営業所
海外営業本部

関東営業所

東北営業所

帯広営業所

中標津営業所

北見営業所
豊富営業所

札幌営業所

南東北営業所

合弁会社
山東五征高北農牧機械有限公司

China Map
中 国

全国に広がる
のネットワーク

営業所・事業所



自走式作業機

昭和40年代～現代

トラクタ用作業機

38

会社沿革
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1945

タナシン電機株式会社と
業務、資本提携
（2009年業務提携 解消）

名証・東証市場第
２部に上場

株式会社高北
農機製作所を
設立

札幌支社開設

商号を株式会社タカキタに改称

軸受事業において
ISO9001・2000認証
取得

創業100周年を迎える

大正～昭和初期

畜力用犂

昭和30年代

耕うん機用犂

東証・名証市場第
１部に上場

2006

1962
1963

1988

1967

1986

1970

2012

2016

2015

光洋精工株式会社（現 株式会社ジェイテクト）と
業務提携

山東五征集団
有限公司と合弁
会社設立



事業構成・・・農機事業が中心
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酪農畜産用飼料収穫機、土づくり作業等の農業機械の製造・販売農機事業農機事業

軸受事業軸受事業 大型ベアリングの旋削加工及びローラ研磨

9%

91%

12%

88%



農業機械の分類
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トラクタメーカー

クボタ ヤンマー イセキ
三菱マヒンドラ など

トラクタ

作業機メーカー

タカキタ

作業機作業機

有機肥料散布

有機野菜

牧草収穫・梱包 安全安心な国産の
エサづくり

走行動力源

実作業を提供



作業機のご紹介
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土づくり関連

餌づくり関連

給餌・除雪・その他



当社事業の特徴・強み
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当社事業の概要
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製品完成の流れ

原材料入荷 寸法切り 外形抜き・成型
（プレス）

曲げ加工
（ブレーキプレス）

溶接塗装組立検査出荷

農業機械事業

プレス作業レーザー加工機作業 ブレーキプレス作業

組立作業風景牧草梱包・調整作業機

溶接ロボット作業風景

塗装作業風景

材料切断から組立まで
一貫生産



農業機械の研究開発の事例
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トウモロコシのサイレージ化は、人手と手間がかかる

刈取・収穫

密封・貯蔵荷降・踏圧

運 搬

7月～8月の炎天下酷暑の中‥

スタックサイロ体系スタックサイロ体系

６人で

約15時間（1ha）

延べ90時間



農業機械の研究開発の事例
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国産飼料の自給を目指して

青刈トウモロコシ

切断長
１cm

当社のロールベーラの技術を利用して、トウ
モロコシの飼料づくりが省力化できないか？

農水省の研究機関(生研センター）との

共同研究を実施

国産飼料自給UPの為、

栄養価・収量が牧草の2.5倍以上の

飼料用トウモロコシの
作付け拡大が急務！

2001年に研究を開始
2003年に製品化



農業機械の研究開発の事例
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世界初の独自技術

スタックサイロ体系スタックサイロ体系

２人で

6.96時間（1ha）

延べ約14時間

85％
の削減
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作付面積

（単位：ha）

販売実績

（単位：千円）

汎用型飼料収穫機

ホールクロップ収穫機

細断型ロールベーラ

青刈りとうもろこしの作付面積
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今後の成長戦略

2019年産青刈りとうもろこし収穫量

484万t
(100%)

北海道
(64%)

宮崎(5%)

栃木(4%)

岩手(4%)

その他
(23%)

94700ha

細断型シリーズ販売実績と青刈りとうもろこしの作付面積の推移



軸受部の概要
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◆業務内容
株式会社ジェイテクト、ＫＯＹＯブランドの大型ベアリングの内外輪・転子の旋削加工及び

転子の研磨加工

◆使用用途 新幹線用車軸、風力発電、産業用機械等

軸受事業



株主還元
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安定した
継続的な配当
安定した

継続的な配当
経営体質強化による
企業価値の向上
経営体質強化による
企業価値の向上

基準日 保有株数 優待内容 贈呈時期

9月末日
100株以上1,000株未満 クオカード： 500円分

12月
1,000株以上 クオカード：1,000円分

市場１部指定
記念配当

■株主優待制度
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■本資料の注意点

• 本資料は当社をご理解いただくために作成されたもので、当社への投資勧誘を目的としておりません。投資に関する決定は、ご
自身のご判断において行われるようお願いいたします。

• 本資料に掲載されている業績見通し、その他今後の予測・戦略等に関わる情報は、現時点で入手可能な情報と合理的であると
判断する一定の前提に基づき当社が予測したものです。実際の業績は、様々なリスク要因や不確実な要素により、業績見通し

と大きく異なる可能性があります。

• 本資料中の情報によって生じた影響や損害については、当社は一切責任を負いません。
• なお、いかなる目的であれ、本資料を無断で複写複製、または転送等を行わないようにお願いいたします。

【お問い合わせ先】
株式会社タカキタ 管理本部
E-mail：soumu@takakita-net.co.jp
TEL: 0595-63-3111
ホームページ： http://www.takakita-net.co.jp/

本日は、ご清聴ありがとうございました。


